
聴覚障害のある子どもにとっての
「豊かなコミュニケーション環境」を考える

特別支援教育コース 助教 井口 亜希子

【今後の展望】 社会を巻き込んで，
“コミュニケーションの壁”を取り払う！

ミクロ（親子間）とマクロ（社会全体）の両面から
聴覚障害児の親子支援に取り組み、

Communication-Rich Environment 
for All Deaf Children 
を築いていく！

手話コミュニケーションの発達
に関する研究

手話使用環境で育つ子どもは，どのように
手話を獲得していくのでしょうか？手話コ
ミュニケーションにおける発達的特徴につい
て研究しています。

文部科学省科学研究費補助金を受けて行われています！
「聴覚障害乳幼児と教員のコミュニケーション行動の発達心理学的研究」

（科学研究費補助金若手研究： 研究代表者 井口亜希子）

聾学校教員のコミュニケーション
スキルに関する研究

聴覚障害のある赤ちゃんと教員のコミュニ
ケーション場面を分析し，乳幼児期の発達
段階に応じた教員のコミュニケーションス
キルについて研究しています。
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